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ACTHとMSH活生との関連性
石　川　信　雄 武　藤　玲子
　筆者の一人石川は，先にメラノホーレンホルモンに関する綜説を発表した（1）。このホルモンは別名
メラニン細胞刺戟ホルモン（M．S．H．），叉はインテルメジン（intermedin），或は中葉のBホルモン
とも呼ばれる。叉ある場合，melanophorに働くものとerythrophoreに働くものとに分けて前者に
働く物質をM．S．H両者に作用する因子にintermedinと命名して居る研究者もある。このホルモン
は脳下垂体の前，中，後葉に分布して居る。所が同じ脳下垂体より分泌されるA．C．T．H．（副腎皮刺
戟ホルモン）の研究が進み，Horberg及びJohnssonはA．　C．　T．　HとM．　S．　H．とが同一物である
と発表して注目をひいた（2）。Sulmanも亦，初めは両作用が同一物で示されると報告したが，後に
なつてA．C．T．H．はM．S．H．をも含む三要素の複合体であると報じているζ3－6）。以上の如く高純度
のA，C．　T．Hがメラニン細胞拡張作用を示す事は確実である（7『9）。
　一方Li等はA．　C．　T．　H．製品をアルカリ処理するときは（0．1N－NaOH，100°C，5～10分）メラニ
ン細胞拡張作用は維持されるか，ある場合はより強化されるが之に反してA．C．　T．H．作用（Seyer
test）は損失されるのを見た（10－14）。然しながらWaring，　KetterはM．　S．　H．のアルカリに対する
安定度はオキシセルロース吸着精製法により変化し，熱アルカリ処理によりA．C．T．H．及びM．S．
H．両作用が平行的に減少する事を報じ同一性を主張した（15）。両ホルモンの同一一・性に反対する論拠とし
てA．C．T．H．が前葉抽出物中に多く存在するのに対してM．S．H．は中葉に高含量を示すとする分布
面の差異より見る報告もなされた（10，11）。
　A．C．　T．H．のアスコルビン酸減小作用は，0．1N－NaOH，20分間加熱処理により全く失われるが
M．S．H．活性は25％のみが減少する（16）。
　最初に両ホルモンの同一性を強調したJohnsson等もA．　C．　T．　H．はM．　S．　H．作用を持つてい
ると云う老え方に変つて来た。以上A．C．T．H．とM．S．H．との同一性をめぐる論争について述べ
たが何れにしても両ホルモン間に近似性のある事は否定出来ない。ここでM．S．H．の生物反応に関
する二元説をとなえたAstwoodの報告が再び問題となる（17）。　牛の脳下垂体後葉抽出物はカエルの
メラニン細胞拡張作用とPhoxinusはerythrophores細胞拡張作用との両作用を有するがアルカ
リ処理によつて前者の作用は増強されるに反し，後者の作用は処置前の1／10に減少すると云うので
ある。Lock（13）は豚脳下垂体のA．C．　T．Hを0．1N－NaOH，100°C，10分間加熱処理してA．　C．T．H．
作用を完全に破壊するとき雨蛙　（Hyl　a　Arborea）の色素細胞拡張作用も亦平行して破壊されるが
Xenopus　laevis（メラニン細胞のみを有する墓）によるメラニン細胞拡張作用は不変であることを
観察した。彼はHylaはA．　C．T．H．，M．S．H．の何れにでも反応するが，　XenopusはM．　S．　H．の
みにて反応を示すと考えた。さて両ホルモンが存在すると仮定して，両者の分離が企てられた。
Morris（12）はM．S．　H．の調製にLandgrebe，　Reid，　Waringの方法（18＞即ち活性炭吸着法により
A．C．　T．　H．から容易に分離し得る事が出来ると発表した。然しLi－・派等（11），　Waring（15）等はこの
報告に反駁して居る。
　Astwood（19）も亦本法を追試し，完全な分離は困難であると称して居る。　M．　S．H．がA．　C．　T．　H．
様作用を有する事の報告としては，Waring（20）等の報文がある。即ちエピネフリン投与叉はストレ
スによつて惹起された過血糖症をM．S．H．が抑制すると云う。叉アジソン氏病患者の血中M．S．H．
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濃度はA．C．T．H．濃度と平行する（21）。この様な平行は姫娠時叉はカッシング症状群に於ても見ら
れる（2）。
　之に反し尿中M．S．H．（好壬婦尿に見られる）は明らかにA．C．T．H作用を有しない（？3・24）。叉，
妊婦尿のM．S．H．はPana　escul　entaの後肢部色素細胞のみに拡張作用を認めるがA．　C．　T．　H．は
体全身の色素細胞を拡張せしめる。（25）
　M．S．H．の効力検定法及び作用機序については猶検討が加えられねばならない事が今後の問題で
あろう。所が最近Geschwind，　Li（6）等は脳下垂体からのM．　S．　H．の抽出に成功しその基本アミ
ノ酸配列を発表した。即ちオキシセルロース法により得た粗フラクシヨンを澱粉柱（ピリジン酷酸緩
衝液，pH　4．9）電気泳動法，及びカウンターカレント法により精製した。最小分子量2177，等電点
pH　5．9を示す。
　トリプシン，キモトリプシンにて部分加水分解を行いアミノ酸の配列を決めた。（図表）この式を
見て直ぐ気のつく興味ある点は，Met－Glu・His・Phe・Arg・Try・Glyなるアミノ酸の配列である。こ
　　l　　　　　　T2　　　　　　　　1　　　T1　　　　　　　　．＿＿T3　　　　　　　　　　　　1
　　H－Asp－Glu－Gly－Pro－Tyr－Lys二Met－Glu－His－Phe－Arg－Try－Gly－Ser－Pro－Lys－Asp－OH
　　l．＿．．．．。缶．．．．．．．．．．．．1．．．．］．．．．．．一。、、＿．…．C恥…．．．．．．．．1．．．．．．．．．．，，．，．．一．。叫．．．＿『＿．．．l
　　　　　　　Chはキモトリプシン。　T，はトリプシンを示す。
れまでi発表された色，々のCorticotropin（27・28・29）の何れともアミノ酸配列が似ている点が注目されねば
ならない。
　以上を要約すればA．C．T．H．がM．S．H．と同一物であるとの説の確立は未だ旬早である事，　A．
C．T．H．はM．S．H．作用を有するがM．S．H．そのものではなく，その分子中にM．S．H．作用ペ
プチドを抱含している為に両者は非常に近似的な構造を有し，従つて生理作用が似ているとするのが
現在の見方であろう。後葉ホルモンの一元性と多元性が長い間の問題であったがこれはDu　Vignea－
ud（3°）のオキシトチン，バゾプレッシンの構造究明により論争に終止符を打たれた。両者は大部分の
構造が非常に近似していた為に混乱をまねいたのである。M．S．H．　A．C．T．H．の問題もやがては
このケースの如く解決される日も近々にあものと思惟する。
　A．C．T．H．とM．S．H．をめぐる論争は以上の如くにして現在に到つているが両者が化学構造（ア
ミノ酸配列）に非常に類似している部分を有する事は確実である。M．S．H．がA．C．T．H．分子中
の一成分であるというSulman（6）の説も或いは立証される日が来るかも知れない。
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